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車の車内温度は、真夏の炎天下だけではなく、外気温が
２０℃程度であっても、状況によっては５０℃以上の高温に
達する場合があります。
このような状況下において、保護者の方が

「少しぐらいなら大丈夫だろう」との安易な気持
ちから、お子さんを車内に放置されると、たとえ
短時間であっても生命に危険が及ぶ可能性が
あります。絶対にお子さんを車内に放置しない

でください。
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お子さんの大切な命を守るため、
〇 定期的な駐車場の巡回と車内確認の徹底
〇 車内放置防止に関する店内放送の実施

等のご協力をお願いします。


